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ベテラン知を継承するAI：
OT品質保証を支える
「品質ナレッジ検索システム×Agent」
による品質向上の実践
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• 鉄道制御システム品質保証業務に従事

（3年目）

• 鉄道分野を中心に、新規PJの新旧装置

の品質保証業務を担当

• 職場改善PJを担当（インターン生教育担

当、オフィスリノベーション部署取りまとめ

等）

プロフィール

スワ ウタカ

諏訪羽姿

株式会社日立製作所
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「鉄道制御システム」の表と裏

１. 背景

鉄道OT

列車の位置・速度を把握し、
安全かつ効率的に運行を
制御する
情報・制御システム

「裏」
絶対に失敗

できない仕事

「表」
社会インフラを

支える重要な仕事

※本資料中の画像は生成AIによるイメージです

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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「裏」

絶対に失敗

できない仕事

私たちの品質保証業務で蓄積される「ナレッジ」

１. 背景

システム稼働～

数十年のデータ

が蓄積
（=ドメインナレッジ）

※本資料中の画像は生成AIによるイメージです
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品質保証業務は、開発時のレビューや現地の問い合わせ対応など多方面でドメインナレッジを必要としている

「ドメインナレッジ」の活用が鉄道OTシステムの品質を左右する

１. 背景

「現地障害対応」

経験者のノウハウが

品質を左右

「出荷品質の確保」

現地障害は

7割以上が同類

※本資料中の画像は生成AIによるイメージです
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１. 背景

課題 「ベテラン知の継承方法が未確立」

皆様の職場では若手従業員がお客様対応できているでしょうか？

※本資料中の画像は生成AIによるイメージです

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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１. 背景

課題 「ベテラン知の継承方法が未確立」

※本資料中の画像は生成AIによるイメージです
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皆様はレビュー時に過去資料を過不足なく参照できているでしょうか？
※レビュー：設計の内容が適切かを第三者視点で確認する活動

１. 背景

より日常的な課題 「過去の不具合検索が困難」

※本資料中の画像は生成AIによるイメージです

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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１. 背景

より日常的な課題 「過去の不具合検索が困難」

※本資料中の画像は生成AIによるイメージです
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先行発表：品質ナレッジ検索システム1.0（QAA1.0）のシステム構成図

▼DB

品質情報管理基盤

（業務システム）

▼情報抽出

QAA1.0

１. 背景

情報抽出

言語解析ベースの
検索エンジン

障害票登録業務システム
から意味情報を抽出し、
関連する品質情報を検索

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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QAA1.0の課題

１. 背景

若手は

品質情報の

ドキュメントを読んでも

理解しきれない

単語が
完全一致しないと

品質情報がヒットせず

必要情報を活用
しきれない

※本資料中の画像は生成AIによるイメージです
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先行発表：QAA1.0のシステム構成図

▼DB

品質情報管理基盤

（業務システム）

▼情報抽出

QAA1.0

２. QAA2.0

情報抽出

言語解析ベースの
検索エンジン

障害票登録業務システム
から意味情報を抽出し、
関連する品質情報を検索
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生成AIの導入

生成AI（LLM）ベースの
回答エンジンへ

利用者の質問に応じた検
索と回答生成が可能となっ
た。

品質ナレッジ検索システム2.0（QAA2.0）のシステム構成図

▼DB

品質情報管理基盤

（業務システム）

▼情報抽出＋回答生成

QAA2.0

２. QAA2.0

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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QAA2.0概要

２. QAA2.0

▼情報抽出＋回答生成

QAA2.0

ポイント１

ポイント３

ポイント２

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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▼情報抽出＋回答生成

QAA2.0

ポイント１

高い的中率

ポイント３

若手でも

使える

ポイント２

高い汎用性

QAA2.0概要

２. QAA2.0

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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Agentの必要性

データを

「ためる」

３. QAA3.0 入力Agent

データを
「つなぐ・みせる」

※本資料中の画像は生成AIによるイメージです
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Agentの必要性

３. QAA3.0 入力Agent

障害票以外のナレッジを蓄積・ナレッジを余さず活用

※本資料中の画像は生成AIによるイメージです

ソフトウェア品質シンポジウム2026



22 © Hitachi, Ltd. 2026. All rights reserved. 

入力Agent 出力Agent

品質ナレッジ検索システム3.0（QAA3.0）概要

×

OTシステムを対象とした品質保証活動支援基盤として実装

Agent機能をQAA2.0に付加

３. QAA3.0 入力Agent

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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QAA2.0のシステム構成図

▼DB

品質情報管理基盤

（業務システム）

▼情報抽出＋回答生成

QAA2.0

３. QAA3.0 入力Agent

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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記録作成支援Agent

データ

蓄積

▼DB ▼入力Agent

機能仕様書

マニュアル

熟練者ナレッジ

品質レビュー議事録

品質情報管理基盤

（業務システム）

インタビュアAgent

凡例

QAA3.0要素

QAA2.0要素

▼出力Agent

QAA2.0

ナレッジツリーAgent

ドキュメント検索Agent

+

+

QAA3.0

QAA3.0のシステム構成全体像

３. QAA3.0 入力Agent

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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記録作成支援Agent

▼DB ▼入力Agent

機能仕様書

マニュアル

熟練者ナレッジ

品質レビュー議事録

品質情報管理基盤

（業務システム）

インタビュアAgent

凡例

QAA3.0要素

QAA2.0要素

▼出力Agent

QAA2.0

ナレッジツリーAgent

ドキュメント検索Agent

+

+

ベテラン知を抽出するインタビュアAgent

３. QAA3.0 入力Agent

QAA3.0

データ

蓄積

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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インタビュア

ベテランだけが持っているナレッジの抽出支援

既存のドキュメント

・報告書

３. QAA3.0 入力Agent

熟練者

ナレッジ

質問の観点を準備

してナレッジ抽出

インタビュアAgent

ベテラン

質問の観点質問

回答

「ナレッジの蓄積」

ベテランが気づいて

ない

「自身のナレッジ」

を抽出

QAA2.0

教育資料

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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記録作成支援Agent

▼DB ▼入力Agent

機能仕様書

マニュアル

熟練者ナレッジ

品質レビュー議事録

品質情報管理基盤

（業務システム）

インタビュアAgent

凡例

QAA3.0要素

QAA2.0要素

▼出力Agent

QAA2.0

ナレッジツリーAgent

ドキュメント検索Agent

+

+

半自動でAI可読性向上させる記録作成支援Agent

３. QAA3.0 入力Agent

QAA3.0

データ

蓄積
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既存のDBにはAI可読性が低いデータが散見

３. QAA3.0 入力Agent

「AI可読性向上」

QAA2.0の価値を

最大化するため、

AIが理解しやすい

データ構造へ

品質情報管理基盤

（業務システム）
QAA2.0

▼DB▼情報抽出＋回答生成

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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３. QAA3.0 入力Agent

記録作成支援Agentで良質なDBを作成

②Agent添削①記録作成支援

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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３. QAA3.0 入力Agent

記録作成支援Agentで良質なDBを作成

③件名作成支援 ④Agent分類・DB作成

品質情報管理基盤

（業務システム）

QAA2.0

DBを半自動で

メンテ

既存データを

自動訂正・

DBの質向上

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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０. 自己紹介
１. 背景
２. QAA2.0
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４. QAA3.0 出力Agent
５. 成果
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出力Agent入力Agent ×

品質ナレッジ検索システム3.0（QAA3.0）概要

４. QAA3.0 出力Agent

OTシステムを対象とした品質保証活動支援基盤として実装

Agent機能をQAA2.0に付加

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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記録作成支援Agent

データ

蓄積

▼DB ▼入力Agent

機能仕様書

マニュアル

熟練者ナレッジ

品質レビュー議事録

品質情報管理基盤

（業務システム）

インタビュアAgent

凡例

QAA3.0要素

QAA2.0要素

▼出力Agent

QAA2.0

ナレッジツリーAgent

ドキュメント検索Agent

+

+

４. QAA3.0 出力Agent

QAA3.0

QAA3.0のシステム構成全体像

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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２つの「出力Agent」

記録作成支援Agent

データ

蓄積

▼DB ▼入力Agent

機能仕様書

マニュアル

熟練者ナレッジ

品質レビュー議事録

品質情報管理基盤

（業務システム）

インタビュアAgent

凡例

QAA3.0要素

QAA2.0要素

▼出力Agent

QAA2.0

ナレッジツリーAgent

ドキュメント検索Agent

+

+

４. QAA3.0 出力Agent

QAA3.0

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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QAA2.0の出力は文章のみで、背景の「ナレッジ」観点が見えづらい→ナレッジツリー

４. QAA3.0 出力Agent

結論に至った「ナレ

ッジ」が見えない。

判断根拠や関連

ナレッジを見たい!

回答は正確だが・・

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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ナレッジツリーAgentでナレッジの構造を見える化

４. QAA3.0 出力Agent

品質情報管理基盤

（業務システム）QAA2.0

+

ナレッジツリーAgent

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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４. QAA3.0 出力Agent

QAA2.0の出力に関連する仕様書記載箇所を知りたい→ドキュメント検索

「内容は理解でき

ました。関連する

仕様書のページを

知りたい」

よくある顧客質問

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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ドキュメント検索Agentであらゆる仕様書をピックアップ

４. QAA3.0 出力Agent

ドキュメント検索Agent

QAA2.0

+

出力結果

マニュアル 機能仕様書

関連箇所検索

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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QAA3.0

入力Agent 出力Agent

品質ナレッジ検索システム3.0（QAA3.0）概要

４. QAA3.0 出力Agent

OTシステムを対象とした品質保証活動支援基盤として実装

Agent機能をQAA2.0に付加

QAA2.0

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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• テキストを入力してくださいテキストを入力

• テキストを入力してください

• テキストを入力してください

01

タイトル、訴求ポイントなどを
2行以内で記載

01

勉強会の開催

５. 成果・・・の前に

QAA3.0の定着のために実践したこと

02

インプロセス化

03

情報展開活動

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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障害発生件数の低減

５. 成果

年度末時点：0.47倍に低減

（QAA2.0適用で70件→33件）

QAA2.0品質判断を支援し、

過去障害の再発防止につながった

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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記録作成支援Agent

データ

蓄積

▼DB ▼入力Agent

機能仕様書

マニュアル

熟練者ナレッジ

品質レビュー議事録

品質情報管理基盤

（業務システム）

インタビュアAgent

凡例

QAA3.0要素

QAA2.0要素

▼出力Agent

QAA2.0

ナレッジツリーAgent

ドキュメント検索Agent

+

+

５. 成果

QAA3.0

QAA3.0の「入力Agent」

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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インタビュアAgent •人材育成への導入

•若手の観点示唆・教育レベルの向上

＃スキルアップ

•ベテラン知をナレッジとしてDBに取り込

み、ノウハウのアセット化実現

人材育成の促進、ベテラン知をDBへ

＃高度化

５. 成果

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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記録作成支援Agent

•過去記録5000件のうち約2500件で

Agent適用実施

• 約200件の記録でブラッシュアップ、

DBの質向上（内容の平準化）

•若手の担当者が記録作成する際の

教育的観点・気づきが生まれることを

示唆

＃スキルアップ

•件名の頭出しや記載ルールの提案によ

り、本質的でない作業から解放・効率

向上（作成・レビュー 75％削減）

ナレッジの平準化、DBの質向上

＃高度化

５. 成果

※品証部内データより

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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記録作成支援Agent

データ

蓄積

▼DB ▼入力Agent

機能仕様書

マニュアル

熟練者ナレッジ

品質レビュー議事録

品質情報管理基盤

（業務システム）

インタビュアAgent

凡例

QAA3.0要素

QAA2.0要素

▼出力Agent

QAA2.0

ナレッジツリーAgent

ドキュメント検索Agent

+

+

QAA3.0

QAA3.0の「出力Agent」

５. 成果
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ナレッジツリーAgent • ナレッジツリーの表示を実装・運用

関連事象を素早く見える化、網羅的な情報で改修リスクの洗い出し

５. 成果

•仕様関連事象の可視化により、不具合原因の切り分けで判断材料として活用可能

• インプットに対して関連する事象を構造化された状態で表示、改修内容とリスクの組み

合わせが論理的理解が実現

＃高度化

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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ドキュメント検索Agent
•機能仕様書・マニュアルの即時参照を

実装・運用

関連資料を素早く提示、的確なデータの参照で多面的多角的な視野

•仕様書間の連携部分の理解促進

• ハードウェア不良に対しても、エラーコード

の確認や対処方法を学ぶことが可能

＃スキルアップ ＃効率化

•エビデンスの即時参照が可能

•対象サイトへログインして機能仕様書を

ダウンロードする手間を省略可能

５. 成果

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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QAA3.0と人とがともにめざす高品質の実現

５. 成果

※本資料中の画像は生成AIによるイメージです
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０. 自己紹介
１. 背景
２. QAA2.0
３. QAA3.0 入力Agent
４. QAA3.0 出力Agent
５. 成果
６. 今後の目標
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顧客と連携した真の社会インフラ保守の実現・展望

OT技術を日立と顧客で共有・継承

✓ 日立内では、顧客のトラブル対応検索をQAA3.0で高度化

✓ QAAを顧客と共有することで障害対応を高度化

社内利用から社外のお客様との活用まで推進

1. 他部署へ（完）

2. 品質保証部門から設計部門へ（実施中）

3. 他の製品を扱う社内他事業所へ拡張（実施中）

4. 顧客とのナレッジ共有へ（実施中）

６. 今後の目標

※本資料中の画像は生成AIによるイメージです
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上流工程の業務整理/課題抽出と業務効率化への検討、未然防止へ

６. 今後の目標

• テキストを入力してくださいテキストを入力

• テキストを入力してください

• テキストを入力してください

01

タイトル、訴求ポイントなどを
2行以内で記載

•品証・設計の業務フローを整理

→デザイナーとデータサイエンティストが

連携して「上流工程における課題」

を抽出

01

上流工程での品質作りこみ

• ワークショップとデモツール作成

→AI適用後の「あるべき姿」を

ステークホルダー間で合意し、

下期のPoCを推進

02

PoCを通じた要件再定義
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